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令
和
６
年
９
月
定
例
会
は
、
９

月
４
日
㊌
～
27
日
㊎
ま
で
の
24
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
令
和
５
年

度
桜
井
市
一
般
会
計
及
び
、
各
特

別
会
計
の
決
算
認
定
及
び
、
令
和

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
、

並
び
に
条
例
の
一
部
改
正
、
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
、
そ
し

て
、
市
道
の
認
定
を
中
心
に
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

９９
月
定
例
会

月
定
例
会

◇
報
告
案
件
・
・
・
・
・
・
５
件

◇�

令
和
５
年
度
決
算
認
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８
件

９
月
定
例
会
報
告

　
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
及
び
各
企
業
会
計
決
算
を
認
定

◇�

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

◇�

令
和
６
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
・
・
・
・
・
１
件

◇
条
例
の
一
部
改
正
・
・
・
４
件

◇
規
約
の
変
更
・
・
・
・
・
２
件

◇
組
合
の
解
散
・
・
・
・
・
１
件

◇
財
産
の
処
分
・
・
・
・
・
１
件

◇�

企
業
団
設
立
に
関
す
る
協

議
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

◇
財
産
の
取
得
・
・
・
・
・
１
件

◇
市
道
の
認
定
・
・
・
・
・
９
件

◇
発
議
案
・
・
・
・
・
・
・
２
件

◇
人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
１
件

行政視察を行いました

（文教厚生委員会）
���期間　10月 9日㊌～ 10日㊍
���目的　社会教育施設と部活動地
域移行に関する施策検討のため
の調査 (石川
県かほく市 )
 

（産業建設委員会）
���期間　11月 14日㊍～ 15日㊎
���目的　出雲市で取り組まれてい
る縁結びデジタルプロモーショ
ン事業とその情報発信方法に関
する調査（島根県出雲市）
※�議会だより校了期日到来のため
写真はありません。

写真　「談山神社」　十三重塔写真　「談山神社」　十三重塔



Sakurai City Public Relations5

議案番号議案番号 件　　名件　　名 概　　　要概　　　要 議決結果議決結果

報第 14 号
専決処分の報告、承認を求めるこ
とについて（損害賠償の額を定め
ることについて）

損害賠償額 18万 2,500 円
市内で発生した道路管理瑕

か し
疵による車両の破損 承認

報第 15 号
専決処分の報告、承認を求めるこ
とについて（損害賠償の額を定め
ることについて）

損害賠償額 9万 5,330 円
市内で発生した道路管理瑕

か し
疵による車両の破損 承認

報第 16 号
専決処分の報告、承認を求めるこ
とについて（令和６年度桜井市一
般会計補正予算（第２号））

補正額　2億 4,038 万 4,000 円
調整給付費で、新たな経済に向けた給付金・定
額減税一体措置について、給付見込み対象者の
増加に伴う、追加所要額

承認

報第 17 号
令和5年度桜井市土地開発基金、水
洗便所改造資金貸付基金及び国民健
康保険高額療養費貸付基金の運用状
況を示す書類の提出について

地方自治法第 241条第５項の規定による各基金
の運用状況を示す書類の提出 提出

報第 18 号
令和 5年度決算に基づく桜井市健
全化判断比率及び資金不足比率の
報告

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規
定により、令和５年度決算に基づく健全化判断
比率及び資金不足比率を、監査委員の意見を付
けて報告するもの

報告

認第 1 号
（決算特別委員会）

令和５年度桜井市一般会計歳入歳
出決算認定について

歳入決算額　266億 1,336 万 9,638 円
歳出決算額　258億 9,472 万 9,638 円 認定

認第 2 ～ 6 号
（決算特別委員会）

令和５年度各特別会計歳入歳出決
算認定について

住宅新築資金等貸付金、国民健康保険、駐車場
事業、介護保険、後期高齢者医療 認定

認第 7 ～ 8 号
（決算特別委員会）

令和５年度桜井市各公営企業会計
決算認定について 水道事業、下水道事業 認定

議案第 31 号
（総務委員会）

令和６年度桜井市一般会計補正予
算（第３号）

補正額　5,954 万 2,000 円
こども政策費で、認定こども園造成実施設計等
業務委託料等

可決

議案第 32 号
（総務委員会）

令和６年度桜井市介護保険特別会
計補正予算（第１号）

補正額　1億 4,236 万 3,000 円
介護給付費準備基金積立金で、介護給付費準備
基金への積立金等

可決

議案第 33 号

桜井市行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部改正について

「子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律」
の公布に伴い「児童手当法」における特例給付
が廃止されるため、特例給付の支給に関する情
報をマイナンバー連携対象から除外するよう、
規定を改める

可決

議案第 34 号
（文教厚生委員会）

桜井市国民健康保険条例の一部改
正について

「国民健康保険法」の一部改正により、現行の被
保険者証が廃止されるため、令和 6年 12 月 2
日以降の被保険者証の返還に関する罰則に係る
規定を改める

可決

議案第 35 号
（文教厚生委員会）

桜井市家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について

「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
の一部を改正する府令」の施行に伴い、家庭的
保育事業所等における満 3歳の児童及び満 4歳
以上の児童に係る保育士等の配置基準の規定を
改める

可決

議案第 36 号 桜井市ひとり親家庭等医療費助成
条例の一部改正について

「児童扶養手当法施行令」の一部改正により同法
施行令から引用している項番号に項ずれ等が生
じたため、当該規定を改める

可決

議案第 37 号 奈良県後期高齢者医療広域連合規
約の変更について

「高齢者の医療の確保に関する法律」の一部改正
により、現行の被保険者証が廃止されるため、
令和 6年 12 月 2日以降の各市町村が処理する
被保険者証の引き渡し及び返還の受付事務に係
る規定を変更する

可決

議案第 38 号 奈良広域水質検査センター組合規
約の変更について

奈良県広域水道企業団の事業開始に伴う、奈良
県知事の許可のあった日から施行する当該セン
ター組合の解散（令和 7年 3月 31 日予定）に
係る事務の承継についての規定を加える

可決

主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　  9 月 定 例 会 　 主 な 議案議決結果
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 9 月 定 例 会 　 主 な 議 案 議 決 結 果主 な 議 案 の 議 決 結 果主 な 議 案 の 議 決 結 果常 任 委 員 会 ・ 特 別 委 員 会

議案番号議案番号 件　　名件　　名 概　　　要概　　　要 議決結果議決結果

議案第 39号 奈良広域水質検査センター組合の
解散について

奈良広域水質検査センター組合の解散（令和７
年 3月 31日予定）について、「地方自治法」の
規定に基づき、議会の議決を求める

可決

議案第 40 号 奈良広域水質検査センター組合の解
散に伴う財産処分について

奈良広域水質検査センター組合の財産を処分す
ることについて、「地方自治法」の規定に基づき、
議会の議決を求める

可決

議案第 41 号
（産業建設委員会）

奈良県広域水道企業団の設立に関す
る協議について

奈良県広域水道企業団の設立及び規約を定める
ことについて、「地方自治法」の規定に基づき、
議会の議決を求める

可決※下記
「各議員の賛
否」参照

議案第 42 号 財産の取得について 西分庁舎改修に伴う什器備品の取得 可決

議案第43～51号
（産業建設委員会） 市道路線の認定について

道路法第８条第１項の規定による市道路線の認
定について、同条第２項の規定に基づき、議会
の議決を求める

可決

発議案第 4 号
自動運転移動サービス等の社会実装
に向けた環境整備を求める意見書の
提出について

提出先　国土交通大臣・経済産業大臣 可決

発議案第 5 号 議員派遣の件 行政視察　文教厚生委員会所属議員
産業建設委員会所属議員 可決

諮第 3号 人権擁護委員候補者の推薦について 稲葉元則氏 承認

総
務
委
員
会

　
　
　
　
（
付
託
案
件
２
件
）

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
抜
粋

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
、
開
園
予
定

の
時
期
が
度
々
変
更
さ
れ
た
が
、
こ
れ
だ

け
の
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
当
初

の
計
画
の
見
立
て
が
甘
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

答�　
認
定
こ
ど
も
園
の
定
員
規
模
の
見
直
し

の
経
緯
と
し
て
は
、
当
初
計
画
と
し
て
令

和
10
年
に
開
園
予
定
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

昨
年
末
に
公
表
さ
れ
た
人
口
推
計
値
に
よ

り
、
著
し
く
進
む
少
子
化
等
社
会
情
勢
の

変
化
が
判
明
し
、
本
市
の
実
情
に
応
じ
た

持
続
可
能
な
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を
進

め
る
た
め
に
、
施
設
規
模
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
の
判
断
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
た
め
、
開
園
の
時
期
を
、
一
旦
、

令
和
12
年
に
延
期
を
見
込
ん
で
い
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

�　

そ
し
て
、
再
編
の
統
廃
合
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
、
桜
井
南
幼
稚
園
・
安
倍
幼

稚
園
・
第
２
保
育
所
を
利
用
さ
れ
て
い
る

保
護
者
の
方
に
お
知
ら
せ
を
行
い
、
ま
た
、

特
に
早
期
の
閉
園
と
な
る
予
定
の
桜
井
南

幼
稚
園
に
関
し
て
は
、
本
年
３
月
、
及
び
、

４
月
に
説
明
会
を
実
施
し
、
経
緯
と
今
後

の
方
向
性
に
関
し
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　

�　
そ
う
し
た
中
、
説
明
会
に
お
い
て
は
早

期
開
園
へ
の
要
望
が
非
常
に
強
い
状
況
が

あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
開
園
の
時
期
に
つ

い
て
さ
ら
に
検
討
し
た
結
果
、
再
度
、
開

園
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

令
和
６
年
度
桜
井
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算　
（
第
１
号
）
抜
粋

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
物
価
高
騰
や
少
な
い
年
金
で
高
過
ぎ
る

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
の
声
を
、
市
民

の
方
か
ら
た
く
さ
ん
聞
い
て
い
る
。
安
心

し
て
必
要
な
介
護
や
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
今
後
、
介
護
保
険
事
業
計
画
が
、

10
・
11
期
と
続
く
中
で
、
基
金
の
活
用
も

含
め
て
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
訊
ね
る
。

答�　
本
市
に
お
い
て
は
、
65
歳
以
上
の
人
口

が
増
加
し
て
お
り
、
要
介
護
認
定
者
も
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
の
増
加
も
続
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
在
の
第
９
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
期
間
以
降
の
令
和

12
・
17
・
22
年
度
の
将
来
推
計
に
お
い
て

【議案第 41号】各議員の賛否（賛成 ･･･ 〇、 反対 ･･･ ×）※岡田議長は表決に加わっておりません。
札
辻　
輝
巳

○

東　

俊
克

○

土
家　
靖
起

○

岡
田　
光
司
議
長

西　

忠
吉

○

阪
口　

豊

○

大
西　

亘

○

井
戸　
良
美

○

大
園　
光
昭

○

小
西　
誠
次

○

工
藤
敏
太
郎

○

山
岡　
康
了

○

杉
山　
歳
和

○

島
岡　

誠

○

久
保
田
裕
一

○

鍛
治　
結
花

×

議 員
議 案

議案第41号
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主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　  常 任 委 員 会 ・ 特 別 委 員 会

も
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
増
加
す
る

も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、

第
９
期
介
護
保
険
料
の
算
定
に
当
た
り
介

護
保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
制
す
る
た

め
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
約
２
億
円

取
崩
す
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

�　
し
か
し
な
が
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
が
増
大
し
て
い
く
中
で
、
今
後
も
本
市

の
介
護
保
険
制
度
を
適
切
に
運
営
す
る
た

め
に
は
、
第
９
期
介
護
保
険
料
の
月
額
基

準
額
１
０
０
円
の
上
昇
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
第
10
期
介
護
保
険

事
業
計
画
以
降
に
お
い
て
も
、
本
市
に
お

け
る
高
齢
者
人
口
の
推
計
や
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
見
込
み
な
ど
を
勘
案

し
、
介
護
保
険
料
を
決
定
し
て
い
く
こ
と

な
り
介
護
保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
え

る
と
と
も
に
、介
護
保
険
制
度
の
安
定
的・

継
続
的
な
運
営
に
資
す
る
よ
う
介
護
給
付

費
準
備
基
金
の
取
崩
し
を
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

文
教
厚
生
委
員
会

　
（
付
託
案
件
２
件
）

�

桜
井
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正　
抜
粋

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
、
資
格
確
認

書
で
従
来
ど
お
り
受
診
が
で
き
る
こ
と
な

ど
、
丁
寧
な
対
応
や
周
知
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答�　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
資
格
確
認
書
を
交
付
し
、
安

心
し
て
保
険
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

よ
う
対
応
す
る
。

桜
井
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正　
抜
粋

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
市
内
で
、
こ
の
条
例
改
正
の
対
象
と
な

る
３・４
歳
児
を
預
か
る
家
庭
的
保
育
事
業

の
事
業
者
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
３・

４
歳
児
を
預
か
る
計
画
を
さ
れ
て
い
る
家

庭
的
保
育
事
業
の
事
業
所
は
あ
る
の
か
。

答�　
市
内
に
お
い
て
は
、
３
歳
児
以
上
の
保

育
を
受
入
れ
て
い
る
家
庭
的
保
育
事
業
所

は
な
い
。
そ
の
た
め
、今
回
の
改
正
に
よ
っ

て
影
響
を
受
け
る
事
業
所
は
な
い
も
の
で

あ
る
。

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　
（
付
託
案
件
10
件
）

奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
の
設
立
に
関

す
る
協
議　
抜
粋

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
水
道
料
金
は
、
単
独
よ
り
も
一
体
化
す

る
ほ
う
が
将
来
の
料
金
の
上
昇
が
抑
制
さ

れ
る
と
し
て
い
る
が
、
一
体
化
後
、
11
年

目
に
は
国
の
激
変
緩
和
措
置
が
な
く
な

る
。
こ
の
点
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、
統

一
後
の
企
業
団
の
組
織
体
制
に
住
民
の
声

が
反
映
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
の
か
。

答�　
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
の
事
業
で
あ
る

た
め
、
投
資
し
た
経
費
は
水
道
料
金
で
賄
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
、
広
域
水

道
企
業
団
に
入
り
事
業
を
行
う
こ
と
が
桜
井

市
と
し
て
一
番
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
11
年

目
以
降
に
つ
い
て
も
国
へ
の
要
望
を
働
き
か

け
て
い
く
と
い
う
意
見
が
首
長
会
議
で
出
さ

れ
て
い
る
。

　
　
な
お
、
新
た
な
企
業
団
の
議
会
は
、
大
多

数
が
市
町
村
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
議
員
で

構
成
さ
れ
る
た
め
、
市
民
の
意
見
は
代
弁
し

て
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て　
抜
粋

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　

接
続
道
路（
既
存
道
路
）で
通
学
路
に

関
連
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
出
入
口
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
の
か
。

答�　
接
続
道
路
は
通
学
路
に
関
連
す
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、

開
発
事
業
者
に
設
置
す
る
よ
う
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

決
算
特
別
委
員
会

　
（
付
託
案
件
８
件
）

委
員
長　
　
井
戸　
良
美

副
委
員
長　
島
岡　
誠

委
員　

　

�

鍛
治　
結
花　
　
山
岡　
康
了　

　
小
西　
誠
次　
　
阪
口　
豊

　
西　
　
忠
吉　
　
東　
　
俊
克

令
和
５
年
度
桜
井
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て　
抜
粋

◆
主
な
質
疑
応
答
◆
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代 表 質 問 ・ 一 般 質 問

広報わかざくら　令和６年12月号

決 算 特 別 委 員 会 ・ 代 表 質 問

代表質問「新政自民クラブ」
桜井市活性化及び日本
一住みやすいまちにな
るために

 久保田　裕一 議員

上記ページの各議員の二次元コードからもアクセスできます。

問�　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
期
限
も
あ
る

が
、
国
に
対
し
て
制
度
の
延
長
な
ど
要
望

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
昨
年
度
の
実
績

は
か
な
り
少
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
工
夫
や
努
力
を

行
う
の
か
。

答�　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
延
長
に

つ
い
て
、
市
長
会
を
通
じ
国
に
対
し
て
要

望
し
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
獲
得
に
向
け
、
企
業
訪
問
な
ど
引

き
続
き
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

問�　
市
営
住
宅
家
賃
収
入
の
収
入
未
済
額
に

つ
い
て
、
回
収
率
が
上
が
っ
て
な
い
原
因

は
何
か
。

答�　
市
営
住
宅
家
賃
の
未
済
額
が
増
加
し
た

理
由
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰

な
ど
、
社
会
の
情
勢
が
影
響
し
て
い
る
も

の
と
考
え
る
。
未
済
額
確
保
の
対
策
と
し

て
、未
納
者
に
対
す
る
分
納
誓
約
の
促
進
、

督
促
状
・
催
告
状
の
送
付
に
よ
り
納
付
を

促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
住

宅
明
渡
し
請
求
訴
訟
を
実
施
す
る
。

問�　
防
災
費
で
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

設
立
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
一
つ
で
も
多

く
の
自
主
防
災
会
が
設
立
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

答�　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
既
に
活

動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
自
主
防
災
組
織

の
活
動
継
続
の
た
め
の
支
援
と
併
せ
、
自

治
会
等
へ
の
呼
び
か
け
や
出
前
講
座
の
活

用
促
進
を
通
じ
、
啓
発
を
し
な
が
ら
新
規

の
設
立
団
体
を
増
や
し
て
い
く
取
り
組
み

を
進
め
た
い
。

問�　
子
育
て
支
援
費
で
、
子
ど
も
た
ち
の
貧

困
対
策
と
し
て
、
米
な
ど
物
価
高
騰
の
影

響
も
大
き
く
、フ
ー
ド
レ
ス
キ
ュ
ー
や
フ
ー

ド
バ
ン
ク
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
さ
ら
に

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
で
は
ど
の

よ
う
な
取
組
や
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

答�　
子
育
て
支
援
費
に
お
け
る
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
貧
困
対
策
と
し
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
相
談
員
を
通
じ

対
応
し
て
い
る
。
米
の
値
上
が
り
等
は
、

子
育
て
家
庭
だ
け
で
な
く
全
て
の
家
計
を

圧
迫
す
る
も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
他
市
の
取

り
組
み
内
容
等
、
調
査
研
究
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

問�　
環
境
総
務
費
に
お
け
る
ご
み
袋
に
つ
い

て
、
破
れ
や
す
い
割
に
値
段
が
高
い
の
で

は
な
い
か
な
ど
市
民
の
意
見
が
あ
る
が
、

市
は
、
ど
の
よ
う
な
意
見
を
把
握
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
改
良
な
ど
を

今
後
検
討
す
る
の
か
。

答�　
環
境
総
務
費
に
お
け
る
ご
み
袋
に
つ
い

て
の
意
見
と
し
て
、
製
造
時
の
不
具
合
に

よ
る
不
良
品
の
通
報
や
袋
の
形
状
や
強
度

な
ど
に
関
す
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

よ
り
使
い
勝
手
の
い
い
も
の
に
な
る
よ
う

に
適
宜
改
良
を
加
え
て
ま
い
り
た
い
。

問�　
教
育
総
務
費
に
お
け
る
事
務
局
費
の
指

定
管
理
料
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
学
童

保
育
の
入
所
状
況
及
び
待
機
児
童
数
は
ど

う
か
、
長
期
休
み
に
お
け
る
待
機
児
童
に

関
し
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

答�　

学
童
保
育
所
の
入
所
状
況
に
つ
い
て

は
、
５
８
９
名
の
入
所
に
対
し
て
待
機
児

童
の
数
が
合
計
で
28
名
で
あ
っ
た
。
内
訳

は
、
城
島
学
童
で
21
名
・
大
福
学
童
で
４

名
・
纒
向
学
童
で
３
名
で
あ
る
。
な
お
、

夏
期
休
業
中
に
つ
い
て
、
待
機
児
童
は
無

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

※�

各
委
員
会
の
詳
細
は
、
桜
井
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
（
市
役
所
４
階
・

42
‐

９
１
３
２
）
で
閲
覧
も
可
能
で
す
。

問 ❶桜井市防災対策状況について訊ねる。❷
総合福祉センター（竜吟荘）の現状及び今

後の活用について訊ねる。

答 ➊山間部では、携帯電話が使えない場合に
備え、山間部の区長との連絡手段として

DCR 無線を配備しているほか、道路が寸断され、
孤立した集落をドローン撮影などにより情報収集
ができる事務所に防災協力事業者として登録して
いただいており、今後も地域性を考慮した防災対
策を進めることで、桜井市全体の防災力を高め、
市民の皆さんが安心して生活できる環境を整えて
まいりたい。❷総合福祉センターの立地を生かし
て、指定管理者とともに桜井市総合福祉センター
が今後も福祉の増進に寄与する施設として、多世
代の多くの方々に利用していただけるような取組
を、財政状況もしっかりと勘案しながら進めてま
いりたい。
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   代 表 質 問 ・ 一 般 質 問

代表質問「桜井黎明の会」
市民サービス向上に向け
た取っ手付きごみ袋の普
及促進について

西　忠吉 議員

決 算 特 別 委 員 会 ・ 代 表 質 問

大西　亘 議員

代表質問「公明党」
防災対策等について

代表質問「青垣まほろばの会」
❶桜井市の災害対策に
ついて❷来年度の予算
編成及び事業の決定に
ついて 　島岡　誠 議員

一般質問
歴史文化・観光のハブ
シティ構想について

　　阪口　豊 議員

問 ❶桜井市では、自然災害に対して、市民の
生命と財産を守るため、市としてどのよう

な取組をしているのか。❷予算編成において、主
要な施策や事業の決定については、どのようにし
て決めているのか。

答 ➊減災の考えの下、自助、共助、公助が一
体となり、災害への備えを行うことが必要

である。これまで、免震構造の新庁舎建設、公共
施設の耐震化などに加え、市民への防災意識、防
災知識の普及啓発、防災訓練の実施、自主防災組
織などの育成強化などの施策を併せて推進してい
る。❷長期的な財政の安定と、単年度での健全な
財政運営との両立が必要であることから、第一段
階として事業の必要性や内容を精査し、財政面で
の調整を踏まえ中期財政計画に計上する。次に第
二段階として、予算編成方針に基づき事業内容の
精査や必要な事業費や財源について予算査定を行
い、来年度予算に計上する事業を決定する。

問 ❶国の中央防災会議は、今年６月、災害対
策の基礎となる防災基本計画を修正し災害

応急対策に福祉的な支援の必要性を明記した。本
市の対応はどうか。❷また、指定避難所の保健衛
生環境整備について、　能登半島地震でも有効で
あったトイレトレーラーなどの配置に努力するこ
とも明記をされているが本市の対応について訊く。

答 ➊災害時における高齢者・要配慮者への支
援は重要な課題であり、国の防災基本計画

の修正内容に合わせた地域防災計画の見直しを行
いたい。❷本市では簡易トイレ・仮設トイレの備
蓄を進めているが、トイレトレーラーは導入して
いない。災害時の衛生環境を大幅に改善する可能
性があり、その台数や効果、導入に必要なコスト
等を調査し、他の自治体の事例や国の動向を参考
に検討してまいりたい。
【その他の質問項目】●マイナ保険証の普及について●ハ
ラスメント防止について

問 ごみ袋全てにおいて取っ手付きごみ袋にな
らず、全面的導入に至らないのはなぜか。

市民は取っ手付きごみ袋について一時的な導入と
認識している印象がある。これは、市民のリサイ
クルに対する重要性も浸透し、核家族が増え、30
リットルのごみ袋を利用する家族が多くなったこ
とで、取っ手つきの 45リットルの存在が薄れた
ことも要因の１つと考える。一日も早い不便さの
解消に向け、取っ手付きごみ袋の導入に取り組ん
でいただきたい。

答 最も出回っていた 45 リットルごみ袋に
取っ手付きを追加する形で販売を行ってい

る。今後は高齢化やごみ減量化の進展とともに、
より小型のごみ袋のニーズが増すことが予想され
る。まずは 30リットルサイズのごみ袋の取っ手
付き型の導入を速やかに実行してまいりたい。　
【その他の質問項目】●市民の利便性を考慮した浄化槽清
掃手数料の納付方法について

問 この構想において、近隣自治体とのつなが
りの中でハブシティとして桜井市をどのよ

うに位置づけ、活性化を図っていこうとされてい
るのか。今後、展開していく施策、事業について、
どのような構想を持っているのか。拠点の整備と
は、山の辺地域においては纒向遺跡のガイダンス
施設のことであるのか。市長の将来ビジョン、未
来への展望、意気込みについて訊ねる。

答 桜井市はヤマト王権発祥の地である山の辺
地域と、律令国家成立の地である飛鳥・藤

原地域の歴史資産をつなぐ拠点の主要なまちとして
重要な役割を担っていくことになると考えている。
拠点整備や交通アクセスの向上、観光ルートづくり
など、これまで別々であったものをつなげ、情報発
信していくことが重要である。山の辺地域の拠点と
しては纒向遺跡のガイダンス施設について民間活力
の導入も視野に入れながら整備を進めたいと考えて
いる。
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　 　 　 一 般 質 問

一般質問
過去の災害やジェン
ダーの視点を活かした
防災対策について

 鍛治　結花 議員

一般質問
❶防災対策、その備え
について❷重層的支援
体制整備事業について

土家　靖起 議員

一般質問
防災対策について

小西　誠次 議員

上記ページの各議員の二次元コードからもアクセスできます。

公益通報制度について

大園　光昭 議員

一般質問

問 令和５年、消費者庁報告、県内 12市中、
唯一桜井市だけが庁内内部職員等からの通

報・相談窓口設置がないと書かれている。令和４年
６月の改正法では、常時使用する労働者が301人
以上の事業者は、新たに内部公益通報に関する体
制整備を行うことが義務づけられた。桜井市の設
置状況を伺う。また、通報者が安心して相談がで
きる公益通報窓口は、庁内ではなく、第三者機関
窓口とすることを求める。

答 内部通報は、組織として法令遵守を促進し、
組織の透明性と公平性を確立することにあ

る。市として例規上に明文化していないが、公益通
報に対して受付体制を整えている。さらに、透明性
と公平性を保つため、外部の第三者機関に窓口を設
けることは有効であることから、他市町村の運用状
況などを勘案しながら、調査研究してまいりたい。
【その他の質問項目】●政策形成について●孤独・孤立に
ついて

問 ❶今年８月８日に発表された南海トラフ地
震臨時情報（調査中）を受け、市ではどの

ような対応を取ったのか。それによってどのよう
な課題が浮かび上がったのか。❷今年４月から本
格実施となった重層的支援体制整備事業の実施状
況、並びに本格実施における課題について訊ねる。

答 ➊南海トラフ地震臨時情報（調査中）が発
表された際、直ちに警戒態勢を取り情報収

集を行い、１週間程度は気象庁や市からの情報に
注意していただくよう周知した。一方で、日頃か
らの周知が十分でなく、過剰な不安を与えたので
はという課題があった。❷重層的支援体制整備事
業の趣旨に基づき、支援会議、重層的支援会議を
設置し各相談支援機関などに会議への参加を求め、
より連携を深める体制を整えた。これらの仕組み
を活用し相談者を福祉サービスにつなげ、継続的
に相談者の見守りを行うなど充実を図ってまいる。

問 防災対策において、自助を助けるための公
助が人の生命を守る大きな盾になると考え

る。自助を機能的に実施できるための環境整備と
いう公助での最優先すべき事項は、トイレの整備
だと確信しているが、通常時、非常時の両方で機
能する循環式トイレの設置を検討していく意思を
訊ねる。また、災害時で送電機能が遮断されたと
きの熱中症対策について訊ねる。

答 通常時、非常時の両方で機能する循環式ト
イレの設置について、その設置場所や効果、

導入に必要なコスト、維持管理面を慎重に調査を
行い、先行する自治体の事例も参考にし、検討し
てまいりたい。災害時の電力遮断への対応として、
自然エネルギーを活用した仕組みの導入が有効と
なる。今後、自然エネルギーを活用し、安定した
電力が供給できる仕組みを検討してまいりたい。
【その他の質問項目】●桜井のまちづくりについて

問 ❶能登半島地震を踏まえ、本市の地域防災
計画や被害想定の見直しは行ったか。❷地

域防災計画の見直しの際、ジェンダーや男女共同参
画の視点を活かした防災や女性委員の配置が大切
と考えるがどうか。❸市の備蓄品にあたりジェン
ダーの視点を活かした取り組みを行っているのか。

答 ➊本市の地域防災計画の直近の改定は令和
3年 3月に行っており、今後は国・県の計

画の改定内容を踏まえた上で、本市の見直しを行
う予定である。被害想定は平成 17年の第 2次奈
良県地震被害想定調査報告書に基づくものから見
直しはされていない。❷地域防災計画の見直しや
運営に関わる意思決定の場に、女性の参画は欠か
せないが、防災会議の女性委員の割合は低い。今
後は女性の視点を取り入れた防災対策が進められ
るよう取り組んでまいりたい。❸女性や子ども、
高齢者に配慮した衛生用品や間仕切りの導入など
を現在進めている。


